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書評

倉 田稔 『ウ ィー ンの森 の 物 語 』

上 条 勇

(1)

最近オース トリアに関する出版物が多 く見 られるようになった。しか し,

その多 くは,ハ プスブルクブームを受けたオース トリアのガイ ドブックかそ

れに類 した書物,あ るいはハプスブルクに関する歴史書である。その中で倉

田稔著 『ウィーンの森の物語』(NHKブ ックス,1997年)は,ウ ィーンの四

季,冠 婚葬祭,市 民の日常生活 を描 いた異色の労作である。 このような書物

こそ長 らく待ち望 まれた ものである。

倉田氏は,こ れ までウィーンに2度,合 わせて3年 間長期留学 し,ま た,

短期間の訪問をしばしば行っている。最初の留学の動機 は,オ ース トロ ・マ

ルクス主義者のひとりで高名な経済学者のル ドルフ ・ヒルファディングに関

する調査研究であった とい う。 しかし,倉 田氏 は,留 学中,そ の関心をヒル

ファディングからオース トリア史 に広げ,と くに啓蒙君主でオース トリアの

近代化に努めたヨーゼフニ世に興味 をいだかれた。近年その研究成果を着々

と発表されてお り,『ハプスブルク歴史物語』(NHKブ ックス,1994年)を

ものにされた。この本をオース トリアの歴史編 とすうと,本 書は現代生活編

ともいうことができる。

本書は,1990年 か ら91年 の1年 間,倉 田氏が友人クル ト家に下宿 した時に

見聞し体験された記録に基づ く。全体 日記調の軽快な文章からなり,日 付を

追 った叙述 と5っ の主題 に沿った叙述が交差する構成からなっている。主題

をあらわす章別編成は,次 の とおりである。

第1章 ウィーンという劇場 一 生活の四季折々に
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第2章 ウィーンの愉 しみ一 輪舞曲とともに

第3章 サラダボールの中の民族

第4章xx世 界史"の 街で一 二つの世紀末

第5章 凍 方"へ の最前線 一 東欧へ,そ して東洋へ

本書のね らいは,ウ ィーンの普通の市民の日常的な生活を,日 本 との比較

をとおして描き,現 代オース トリアへの日本人の理解 を深めることにある。

通例 これはなななか難しい課題である。 というのは,倉 田氏 も指摘している

ように,オ ース トリア人 とりわけウィーン市民 と友達 になることははなはだ

難 しいからだ。私 も最近ウィーンで生活 していたが,と うとうオース トリア

人に友人 といえるほ どの知人 をつ くることがで きなかった。 この点,倉 田氏

は大変幸運 に恵 まれた といえる。その理由を考えると,本 書に登場する倉田

氏は,大 変陽気で人なっっこく,愉 快な人だ。 こうした倉田氏の人柄が幸運

をつかむ機会を与 えた。 また,友 人クル ト氏は,長 期 にわたって世界旅行を

した経験があり,ア ジア通でもある。彼のジョイ夫人 は,フ ィリッピン人で

ある。通例,ウ ィーン市民は,日 本人観光客には,た くさん金 を落 として く

れるというので親切だが,ウ ィーンに住んでいる日本人 となると話は別であ

る。それに最近難民,外 国人労働者の急増 によって国民の間に外国人に対す

る敵衡心 も生じてお り,ナ チズムを礼賛するハイダーという自由党の右翼政

治家が外国人排斥の弁をぶって人気を博する時勢である。倉田氏 は,開 明的

な,独 特のライフスタイルをもつクル ト氏 と幸運な出会いをした。

本書の舞台 となったクル ト家の家族構成 は,ク ル ト夫妻の他,ラ イラとい

う女の子がひとり,そ れ と高齢のおばあさん(ド イツ語でオーマ)の4人 で

ある。クル ト氏は,製 薬会社のセールスマンで,ジ ョイ夫人はおもちゃ工場

で働いている。ライラは小学生で,ピ アノを習っている。本書は,こ のクル

ト家 とその親戚,音 楽学校そして街で知 り合った人々の生活 と人間模様を中

心に組み立てられている。そして時々差 し挟まれ る倉田氏の文明批評 と社会

批評がわさびのように効いている。1年 間の四季の折々,倉 田氏が自ら体験

した冠婚葬祭が描かれていて,エ ピソー ド,小 話 もまじえてあって,オ ース
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トリアの出来事 とオース トリア人の暮 らしが楽 しく伝わって くる。

(2)
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現在のオース トリアの人 口はお よそ800万 人 で,そ の首都 ウィー ンには

160万 人が住んでいる。ウィーンはかつてハプスブルク帝国の首都 として栄

華を誇った。いまでも当時の歴史的な建物が並び,非 常に文化の香 り高い都

市である。オペ ラ,コ ンサー トが連 日のように開かれていることは,敢 えて

いうまでもない。郊外 には諺蒼 とした,広 大なウィーンの森が広がっている。

倉田氏が居を構えた ところは,こ のウィーンの森を背後に控 えた静かな住宅

街である。そこを中心に繰 り広げられた人間絵巻が本書の内容 をなしている。

本書のタイ トル 『ウィーンの森の物語』 は,そ こから由来 し,ま た,ウ ィー

ンの市民生活を象徴的にあらわす言葉をなしている。

倉田氏 が述 べてい るように一 最近 多少変化 が見 られ るもの の一,

ウィーン市民の生活 はゆった りしている。人 は,一 般 に残業などというもの

はせず,早 くに家に帰 り,プ ライベー トな生活を愉 しむ。夏には,ウ アラウ

プ という長期休暇を過 ごす。名 目的な賃金 は日本の方が高いが,内 実の点で

は,ウ ィーン人の方がお金でははかれない豊か生活 を送っており,何 よりも

ゆとりがある。老後の生活の保障 も行 き届いている。倉田氏は,本 書の中で,

日本人 とオース トリア人の労働観の違いを指摘 しつつも,残 業で追われ,年

休 も満足にとれない,一 生あ くせ く暮 らす日本人の日常生活に疑念 を述べて

いる。私 も同感である。ウィーンで暮 らすと,日 本についていろいろ反省 さ

せられる。

倉田氏は,ウ ィーンの物価は高い と述べている。確かにヨーロッパの都市

の中ではウィーンの物価 は高い。何よりもタバ コが高 く,た とえばマールボ

ロは41シ リング(430円 くらい)で,愛 煙家の私は,は なはだ弱った。 しか

し,そ の他の点では,日 本 と比べると,概 ねい くらか安い。何 よりも食料品

が安い。今 日スーパーマーケット(倉 田氏は本書であげていないが,現 在,

ビラ,モ ンド,ホ ーファー,ツ ィールプンク トというスーパーが 目につ く)
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で買うと,500ミ リリッ トル缶のビールは,高 い方のグレッサー,ツ ィファー

でも100円 くらいである。ワイン,ウ ィスキーも信 じられないくらい安 い。

清涼飲料水 も1.5リ ットルで100円 内外で買 える。

倉田氏は,ウ ィー ン市民の四季折々の行事,冠 婚葬祭を自ら体験 しつつ描

く。ひ とりの人間の死にも立ち会った という。倉田氏の描 くウィーン市民の

四季折々には,な るほど形や慣習 こそ違うが,そ こにあたたかい同じ人間の

生活があると,当 た り前のことながら,改 めて感 じさせ る。違いにこそ気を

つければ,民 族 を超 えてお互いに理解 し合える。本書をとおして,そ のこと

に気づかされた。本書のクリスマス,大 晦 日の叙述に出 くわし,自 分の留学

生活が懐かし く思い出された。クリスマスには街角にクリスマスツリーが売

りに出され,年 の瀬には,縁 起物の大中小様々のブタが売 り出され る。中に

は札束 をくわえたブタというの もある。大晦 日(ジ ルベスター という)の 夜

には,日 本同様に,年 忘れの歌番組がある。時計の針が零時を超えた時,街

角のあっちこっちで爆竹がならされ,花 火があがる。私 は凍てつ く外に出て,

花火を見 に行った。倉田氏の叙述は,ウ ィー ンでもう一度生活したいという

気持ちを誘 う。

ウィーンは 「東方への窓」 といわれる。実際に,ス ロヴァキアの首都 ブラ

チスラヴァには汽車で1時 間以内で行 ける。 日本の通信社,新 聞社 もウィー

ンを本拠 にして,東 欧をカバーする。ウィーンは,ま た,真 の意味での国際

都市である。多 くの人種,民 族が行 き交う。倉田氏 も述べているように,街

角で新聞,週 莉誌 を売っているのはインド人。ナッシュマルク トには トルコ

商人が多い。旧ユーゴスラヴィア人は,紛 争いらい急増 した。東欧からは若

い人々が,学 生 として学び,ま た子守等で雇われにくる。それにフィリッピ

ン人の看護婦。中華料理店 は400軒(私 は500軒 と聞いた)あ る。 こうした

民族のサラダボールの中で,倉 田氏は,実 に様々な人々 とつき合い,会 話 を

交わ している。本書 をとおして,現 実の民族の問題 を考えさせられる。

本書で倉 田氏は,「 国際化時代」という最近の日本のかけ声に対 して,こ う

疑義を唱 えている。国際化 というのは,英 語を話せ るという・ことだけではな



倉田稔 『ウィー ンの森の物語』 309

いだろう。団体や組織同士が外国人 とつきあっても,い わんや政府同士がっ

き合って も国際化 とはいえない。国際化 というのは,お そらく違った民族の

人 と,個 人 と個人が愛情をもってつき合 うことが,出 発点になるのであろう。

倉田氏 は,オース トリアで知 り合 った友人たちに対 して,も しも戦争になっ

た場合,自 分は決して銃を向けることはできないと語っている。まさに同感

である。私 も,国 際化 とは,決 して外国に自衛隊 を派遣す ることを意味する

のではないと思 う。むしろ他の国の普通の人々 と,暮 らしの中でつき合い,

互いの文化,生 活習慣,考 え方の違いに気づき,こ の違いを尊重し合 うこと

を意味する。本書で も指摘 されているが,毎 年大勢の日本人観光客がウィー

ンを訪れ,駆 け足で見てまわ り,疾 風のように去っていく。そして,絵 はが

きと同じだ という感想を残 してい く。それで も海外に出ないよりはましであ

る。国際化時代の日本人に必要なのは,外 国の人々 との普通のつき合いであ

る。海外で生活 し,カ ルチャーショックを受け,そ れで もお互 いに理解 し会

える共通項 を見つける。そして国際人 となると同時に,い つの間にか日本人

としての自分に愛着をもつ。倉田氏は,日 本で数少ない,そ うした真の国際

人のひとりである。そして,本 書は,日 本人が国際人 となる上での最良の手

引き書である。

(3)

本書には,そ の他にも,な かなか面白い叙述がた くさんある。しかし,紙

幅の都合上,こ れを一つ一っ取 り上げることはできない。難 しい叙述はない

ので,ま ずは本書 をひ もとき,通 読す ることを勧めたい。最後 に,本 書 を理

解する上での一助 として,今 日のオース トリアについて簡単 に述べてお く。

倉田氏が暮 らした1990,91年 の当時 と今 日のオース トリアは,も ちろん基

本的には変わ らないが,い くつかの点で変化が見 られる。オース トリアのテ

レビは,相 変わらず国営のORF1,2の2局 しかない。しか し,こ こで も変化が

見 られる。倉田氏 は,テ レビは日本 と違い夜通 し放映することはないと書い

ているが,今 日では夜通 し放映するようになっている。倉田氏が利用 したク
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レジッ ト・アンシュタル トという国営銀行は,民 営化の論議の中で,オ ース

トリア銀行に吸収合併 された。その立役者であったヴィク トール・クリーマー

は,倉 田氏 も注釈的に書いているように,フ ラニツキーの後 を次いで首相 と

なっている。難民,外 国人労働者の急増にともなって生 じた住宅難等から,

外国人排斥を煽 っている右翼自由党の党首ハイダーの人気 はますます高まっ

ている。そして自由党は,政 権を担っている社会民主党,国 民党 と肩 を並べ

るにいたった。ハイダーの路線に反対 して自由党 を飛び出したグループが形

成 した りベラル ・フォーラムは,党 首ハイデ ・シュミットのもと,緑 の党 と

並ぶ政党に育った。そして,オ ース トリアは,1995年EUに 加盟した。倉田

氏は,こ の加盟 は国民投票 にかけられなかったと述べているが,こ れは何か

の誤解であろう。1994年EU加 盟の是非を問う国民投票が実施された。今日

ではこのEU加 盟は,国 民の問でははなはだ評判が悪い。高い分担金 を払わ

なけれぼならないし,ま た,失 業 も増 えた。外国企業によるオース トリアの

企業の買収 も進んだ。物価 は,な るほど食料品の点では若干低 くなったが,

宣伝 されたほど改善されていない。それに経済通貨同盟(EMU)に 参加する

ために,厳 しい財政節減法(シ ュパール ・パケット)が 導入され,オ ース ト

リアの社会福祉体制を直撃 している。規制緩和 とEU域 内の競争の強 まりと

ともに,オ ース トリアのこれまでの政治経済の根幹をなしていた労資の社会

パー トナーシップは揺 らいでいる。公共交通手段,学 費の無料 という学生の

特権 もゆらいでいる。国民の感情 も落ち着かないものとなってきている。閉

店法 も改正され,オ ース トリアの店の営業時間が長 くなっている。オース ト

リアは今日,転 換期に入っているといえる。 こうしたオース トリアの変化を

倉田氏 はどう見ているのだろうか。私 は,本 書の続編が出ることを期待 した

い 。

(金沢大学経済学部教授)


